
令和元年度　教育委員会補正予算（一般会計）要求の概要

（単位：千円）

増減率

△ 2.7%

　Ⅰ　要求のポイント

　１　生涯にわたる力と意欲を高める「教育県大分」の創造

【基本方針】

（１）子どもの力と意欲を伸ばす学校教育の推進

（２）グローバル社会を生きるために必要な意欲と能力を備えた人材の育成

（３）安全・安心な教育環境の確保

　２　芸術文化による創造県おおいたの推進

【基本方針】

（１）文化財・伝統文化の保存・活用・継承

　学力向上については、これに組織的に取り組む市町村教育委員会を支援するとともに「知
識・技能」と「思考力・判断力・表現力等」の双方を育成するため、小・中・高等学校を通じ
た「主体的・対話的な深い学び」を実現する授業改善の取組を推進します。
　特別な支援を必要とする子どもの教育の環境整備を行うため、「第三次大分県特別支援教育
推進計画」に基づき、特別支援学校の再編整備、及び自校式給食ではない特別支援学校の給食
施設整備を段階的に進めます。
　地方創生を担う人材を育成するため、既卒者を含む工業系高校生の県内就職に向けた支援を
強化するとともに、新たな土木系学科の設置による人材育成を進めます。
  日本語教育が必要な帰国・外国人生徒等に対する支援の充実を図るため、支援員を派遣する
など、日本語指導の支援に取り組みます。

　海外高校との交流促進、国内外で活躍する人物に触れる機会の創出、海外の著名な大学によ
る遠隔授業実施、海外留学や海外大学への進学に向けた機運醸成等を図ることにより、世界に
通用するグローバル人材の育成を推進します。また、国際バカロレア認定等、世界に通じる教
育プログラムの導入に関する調査・研究を行います。

　不登校児童生徒の学校生活等への適応や不安を解消するため、青少年教育施設において自然
体験活動を通じて社会性や協調性等を育むことにより、自己肯定感、コミュニケーション能力
及び学習意欲を高める支援を行います。

　文化財・伝統文化を県民共有の財産として適切に保存・管理するとともに、国民文化祭、全
国障害者芸術・文化祭の開催を契機として高まった歴史・文化への興味・関心を持続・向上さ
せるため、文化財・伝統文化を積極的に活用します。

　国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭を契機とした歴史・文化への関心の高まりを維持する
とともに、より深く学べる機会を提供するため、歴史博物館等で最新映像技術を駆使した本県
の歴史・文化の展示の整備を行います。また、地域における文化財の計画的な保存・活用の促
進のため、総合的な保存活用の推進に向けた大綱の策定に着手します。

補正要求額 令和元年度累計額 平成30年度当初予算額 増減額

　高校では、高大接続改革、学習指導要領の改訂及び大学入学共通テストを見据えた授業改善
や世界に通用するグローバル人材の育成を図ります。
　特別支援教育については、障がいのある子どもの自立や社会参加に向け、特別支援学校の再
編を含む教育環境の整備を推進します。

1,274,487 113,533,809 116,714,355 △ 3,180,546



　Ⅱ　事業体系（県政推進指針）

当初予算額 補正要求額   累計額
　３　発展　－人を育み基盤を整え発展する大分県－

（１）生涯にわたる力と意欲を高める「教育県大分」の創造

①子どもの力と意欲を伸ばす学校教育の推進

②グローバル社会を生きるために必要な意欲と能力を備えた人材の育成

③安全・安心な教育環境の確保

④信頼される学校づくりの推進

（３）芸術文化による創造県おおいたの推進

①芸術文化の創造

②文化財・伝統文化の保存・活用・継承

（４）スポーツの振興

①県民スポーツの推進

（注）事業名前の「新」は新規事業を示す。

　令和元年度　教育委員会補正予算(一般会計）要求に対するご意見をお寄せください。

　　ｅ－ｍａｉｌ：a31120@pref.oita.lg.jp（教育庁教育財務課）

県立スポーツ施設建設事業 926,182 926,182

新 1,699 1,699帰国・外国人児童生徒日本語教育推進事業

ラグビーおおいたっ子育成支援事業 3,973 3,973

新 楽しく学べる博物館づくり推進事業 9,079

新 観る・知る・守る「おおいたの文化財」保存活用推進事業 5,575 5,575

子どもわくわく文化体験事業 3,391 3,391

33,225学校部活動充実支援事業 33,225

県立学校施設整備事業 1,990,396 1,013,464 3,003,860

県立高校自転車通学生ヘルメット着用推進事業 3,268 3,268

新 青少年教育施設を活用した不登校対策事業 3,213 3,213

いじめ・不登校等解決支援事業 148,306 148,306

新 新時代の学びを支える先端技術活用支援事業 4,413 4,413

新 県立学校ＩＣＴ活用授業推進事業 163,118 163,118

教育庁ワークセンター設置運営事業 8,841 8,841

特別支援学校キャリアステップアップ事業 33,563 33,563

特別支援学校就労支援事業 27,667 27,667

大分の農林水産業を牽引する担い手育成推進事業 38,074 38,074

新 キャリアプロデューサー活用推進事業 17,873 17,873

学びの接続推進事業 23,664 23,664

幼児教育推進体制充実事業 11,605 11,605

子ども科学体験推進事業 18,459 18,459

315,543 315,543中学校学力向上対策支援事業

小学校学力向上対策支援事業 185,237 185,237

新

9,079

豊かな体験活動推進事業 1,749 1,749

14,011新 おおいたワールドワイド・アカデミー事業 14,011



令和元年度　補正予算（一般会計）要求の主な事業概要

（部局名：教育委員会） （単位：千円）

＜累計額＞

1,749

<1,749>

(0)

17,873

<17,873>

(0)

163,118

<163,118>

(0)

4,413

<4,413>

(0)

1,699

<1,699>

(0)

14,011

<14,011>

(0)

3,213

<3,213>

(0)

1,013,464

<3,003,860>

(3,082,290)

5,575

<5,575>

(0)

9,079

<9,079>

(0)

※ 　　「おおいた創生加速前進枠事業」

文化課

楽しく学べる博物館づく
り推進事業

　国民文化祭、全国障害者芸術・文化祭の開催を契機とした歴史・文
化への興味・関心の高まりを維持するとともに、より楽しく深く学べ
る機会を提供するため、歴史博物館等で最新の映像技術を活用した展
示の整備を行う。

文化課

教育財務課

新時代の学びを支える先
端技術活用支援事業

　子どもたちの学習に対する興味関心の向上、情報活用能力等の育成
を図るため、姫島ＩＴアイランド構想を進める村の小・中学校におい
てＩＣＴを効果的・効率的に活用した授業を推進するとともに、ＩＣ
Ｔアドバイザー（仮称）を配置する。

義務教育課

帰国・外国人児童生徒日
本語教育推進事業

　帰国・外国人児童生徒への日本語指導の充実を図るため、大学等と
連携して支援員を派遣するとともに、日本語能力に応じたきめ細かな
指導手法を検証する。

人権・同和教
育課

社会教育課

　子どもの自己肯定感を高めて社会を生き抜く力を身につけさせるた
め、主体的・対話的な深い学びに向けた宿泊型の自然体験プログラム
を開発する。豊かな体験活動推進事業

キャリアプロデューサー
活用推進事業

　工業系高校生の県内就職を推進するため、県内企業の情報収集や学
校と企業の関係づくりなど、在校生および卒業生の県内就職を支援す
るキャリアプロデューサー（仮称）を配置する。 高校教育課

所管課

令和元年度
補正要求額

平成３０年度
当初予算額
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事　業　名 事　業　概　要

1

県立学校ＩＣＴ活用授業
推進事業

　生徒の情報活用能力の育成を図り主体的・対話的な深い学びを実現
するため、高等学校に電子黒板やタブレット型端末等のＩＣＴ教育環
境を整備する。

6
おおいたワールドワイ
ド・アカデミー事業

　専門的な分野において世界と渡り合える人材を育成するため、世界
トップクラスの海外大学が英語で行う高校生向け遠隔講座を開設する
とともに、英語以外の教科を英語で指導できる教員を育成する。 高校教育課

青少年教育施設を活用し
た不登校対策事業

　不登校（不登校傾向含む）の小・中・高生を対象に、自然体験活動
を通じて、自己肯定感やコミュニケーション能力、学習意欲を高める
ため、青少年の家を活用した自然体験活動プログラム等を実施する。 社会教育課

県立学校施設整備事業

　教育環境の改善を図るため、老朽化した校舎等の新増改築・大規模
改造など県立学校の施設や設備の整備を行う。また、第三次特別支援
教育推進計画に基づき、聾学校の移転や高等特別支援学校の整備等を
進める。
　・大規模改造（大分南高校など5校）
　【新】新たな土木系学科の設置に伴う寄宿舎の整備（国東高校）
　【新】自校式給食施設の整備（中津支援学校）

教育財務課

観る・知る・守る「おお
いたの文化財」保存活用
推進事業

　地域における文化財の計画的な保存・活用の促進のため、その指針
となる「大分県文化財保存活用大綱（仮称）」を策定する。また、文
化財を活用した地域活性化と理解促進のため、日本遺産周遊ツアーや
フォトコンテストを開催する。
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